
平成30年度 第２回川崎市地域公共交通会議 

日時：平成30年11月27日（火）13時15分から 

場所：ＪＡセレサみなみビル ４階会議室

－ 次 第 － 

１ 開 会 

２ 議 事 

（１）協議事項

① 多摩区長尾台地区コミュニティ交通「あじさい号」の事業計画の変更について

② 自家用有償旅客運送によるコミュニティ交通の導入に向けて（検討案）

（２）その他

① 地域公共交通会議の委員改選について

② 地域交通の充実に向けた今後の取組について

３ 閉 会 

【配布資料】 

資 料 １  多摩区長尾台地区コミュニティ交通「あじさい号」の事業計画の変更について

資 料 ２  自家用有償旅客運送によるコミュニティ交通の導入に向けて（検討案）

 資 料 ３  地域公共交通会議の委員改選について 

 資 料 ４  地域交通の充実に向けた今後の取組について 

 参考資料  川崎市地域公共交通会議設置要綱 
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コミュニティ交通の取組地区について（H30.11時点）

多摩区長尾台地区「あじさい号」

宮前区平・五所塚地区

溝の口駅

登戸駅
新百合ヶ丘駅

宮前区白幡台地区

麻生区細山・向原・金程・千代ヶ丘地区

麻生区岡上西地区

麻生区片平地区

麻生区高石地区「山ゆり号」

＜凡 例＞

コミュニティ交通の導入検討地区

コミュニティ交通の本格運行地区

宮前区野川南台地区

道路運送法の対象外による本格運行地区



１ 協議の目的
川崎市地域公共交通会議設置要綱第１条 

地域における需要に応じた住民の生活に必要な交通手段の確保その他旅客の利便の増進を図り、地域の実情

に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議する。 

２ 事業計画 変更 関  調整状況
 （事業計画変更の背景） 

運行経路周辺の長尾７丁目（右図の「５地区エリア」）の住民から、本エリアを経路とするよう運行経路を延伸してもらいた

いとの要望があり、平成２８年１１月に「５地区コミュニティ交通導入推進協議会」が新たに設立され、「あじさい号」の延伸に

向けた検討を行うこととなった。 

また、既存の運行経路上において、周辺の地域住民から利用要望が多数あったことから、併せて、停留所の新設につい

て、検討を行うこととした。 

（関係機関との調整状況） 

平成３０年１０月 事業計画変更による道路管理上の課題について、道路管理者と事前調整 ⇒支障なし 

平成３０年１１月 停留所の新設箇所について、地権者および近隣住民と事前調整 ⇒支障なし 

平成３０年１１月 路線バス運行経路上での停留所新設について、バス事業者（市バス、東急バス）と事前調整⇒調整済み 

平成３０年１１月 事業計画変更による交通安全上の課題について、多摩警察署交通課と事前調整 ⇒支障なし 

平成３０年１１月 事業計画の変更について、地域協議会での最終確認 ⇒変更内容について合意 

３ 協議事項 
上記の検討の結果、事業計画の変更について、上記の関係機関及び地域住民における調整が整ったため、以下に示す 

変更内容について本会議において協議を行う。 

 （変更内容） ①運行経路の新設・変更 

・上記に係る運行系統の新設・変更、運賃・料金の設定、運行回数と時刻表の変更 

          ②停留所の新設・変更

・５地区延伸経路上の新設：延命地蔵尊前、森林公園北口前、長尾小学校前（乗降車同じのため３箇所） 

・既存経路上の新設：登戸スイミングクラブ前、長尾（乗降車別のため４箇所） 

・既存経路上の変更：長尾橋（乗降車別のため２箇所） 

４ 変更内容 
 ア 【事業計画の現行と変更案】 ※詳細路線については、別紙１「運行系統図（新旧対照図）」のとおり 

【現行】 【変更案】 

運行 

経路 

①あじさい寺←→久地駅 

②あじさい寺←→登戸駅 
①あじさい寺←→久地駅 

②あじさい寺←→登戸駅 

③５地区エリア→久地駅 

④５地区エリア→登戸駅

※運行経路の一部を長尾７丁目で構成される５つのエリ

ア（５地区）へ延伸する経路に変更

運行本数 

(平日) 

①久地駅行 往復２１便

②登戸駅行 往復１１便 

 (土曜）   

①久地駅行 ７便 

②登戸駅行 ７便 

(平日) 

①久地駅行 往復２２便 

②登戸駅行 往復１１便 

 (土曜）   

①久地駅行 ７便 

②登戸駅行 ７便 

※久地駅行を往復１便増便

停留所数 合計１２か所
合計１９か所
（１２か所の既存停留所のうち、１０か所は変更なし、２

か所を変更。新たに７か所を新設）

運賃

長尾台地区～久地駅・長尾台地区～長尾橋 
長尾橋～登戸駅 
大人：２２０円 中高生：１８０円 小児：１１０円 
長尾台地区～登戸駅 
大人：２６０円 中高生：２１０円 小児：１３０円 

長尾台地区～久地駅・長尾台地区～長尾橋 
長尾橋・登戸スイミングクラブ前～登戸駅 
大人：２２０円 中高生：１８０円 小児：１１０円 
長尾台地区～登戸スイミングクラブ前・登戸駅 
大人：２６０円 中高生：２１０円 小児：１３０円 

イ 運行経路の新設・変更、停留所の新設・変更

※上図に記載しているほか、「登戸スイミングクラブ」停留所を新設（２か所）、「長尾橋」停留所を乗降可能に変更（２か所）。 

   詳細は、別紙１「運行系統図（新旧対照図）」を参照。 

ウ 運行時刻の変更 

・既存の運行経路（ルート）の一部を変更や停留所の新設に伴い、運行時刻表を変更 

変更前  あじさい寺発                   変更後 あじさい寺発 

※白抜きは５地区エリアを回る運行経路 

エ 運行本数の変更 

・10:30 あじさい寺発→10:37 久地駅着、10:40 久地駅発→10:48 あじさい寺着の往復 1便を増便

・運行系統の変更に伴い、久地駅行を往復２１便から２２便に変更 

５ 変更運行開始までのスケジュール 
平成３０年１１月  地域公共交通会議（本日） 

平成３０年１２月  関東運輸局への申請（予定） 

平成３１年 ４月  変更運行開始（予定）

多摩区長尾台地区          交通     号  事業計画 変更    

6 30 50 6
7 10 30 50 7
8 37 11 57 8
9 23 9
10 30 51 10 23 43

11 31 50 11 15 45

12 47 12 23

13 13 52 13 23 43

14 31 50 14 15 45

15 17 51 15 23 43

16 47 16 45

17 31 49 17 15 45

18 16 50 18
19 17 35 19
20 10 28 20
21 20 38 21
22 0 18 22

久地駅行き 登戸駅行き 久地駅 登戸駅

平日 土曜日

6 30 50 6
7 10 30 50 7
8 42 11 58 8
9 35 9
10 51 10 10 45

11 28 51 11 20 45

12 51 12 20

13 28 51 13 20 45

14 28 51 14 20 45

15 28 51 15 20 45

16 55 16 45

17 22 46 17 20 45

18 15 38 18
19 10 30 19
20 10 30 20
21 20 40 21
22 0 20 22

平日 土曜日
久地駅行き 登戸駅行き 久地駅 登戸駅

５地区エリア 

現在の運行エリア 

延命地蔵尊前

森林公園北口前 

長尾小学校前 

長尾
 (登戸駅方面)

長尾 

新設

新設

新設

新設

新設



変更前  ■既存の運行経路（ルート）の一部変更に伴い、現在の２系統を廃止

変更後 ■運行経路の新設に伴い、新たに７系統を新設 

      ■「長尾橋」停留所については、現在、乗車のみ又は降車のみとしているが、乗降可能に変更 

森林公園北口前 長尾小学校前 
長 尾 

（登戸駅方面） 

長 尾 

（長尾台方面） 
延命地蔵尊前 

登戸スイミングクラブ前

（長尾台方面） 

登戸スイミングクラブ前

（登戸駅方面） 

新設 

新設 

新設 
新設 

新設 

新設 

新設 

変更 

変更 

長尾小学校 

長尾小学校 

運行系統図（新旧対照図） 
別
紙
１
 



変更前
■運行系統  往復合計３２本／日の平日運行

■運行系統  往復合計１４本／日の土曜日運行

※１：70 歳以上・障害者等の方は１００円割引 

※２：割引なしの回数券を導入         

変更後
合計５４本／日の平日運行

合計２０本／日の土曜日運行

※１：70 歳以上・障害者等の方は１００円割引 

※２：割引なしの回数券を導入

系統 起点 主たる経由地 終点 
距離

（km） 
所要時間（分） 運行回数 

N１ あじさい寺 久地駅 あじさい寺 4.00  15 21 

N２ あじさい寺 登戸駅 あじさい寺 6.30  24 11 

計         32 

系統 起点 主たる経由地 終点 
距離

（km） 
所要時間（分） 運行回数 

N１ あじさい寺 久地駅 あじさい寺 4.00  15 7 

N２ あじさい寺 登戸駅 あじさい寺 6.30  24 7 

計         14 

変更前 

項 目 大人 中高生 小児 

長尾台地区～久地駅 ２２０円 １８０円 １１０円 

長尾台地区～長尾橋 ２２０円 １８０円 １１０円 

長尾橋～登戸駅 ２２０円 １８０円 １１０円 

長尾台地区～登戸駅 ２６０円 ２１０円 １３０円 

系統 起点 主たる経由地 終点 
距離

（km） 

所要時間

（分） 
運行回数 

系統廃止 

N１ あじさい寺 長尾会館前 久地駅 1.82  7 13 

N２ 久地駅 長尾会館前 あじさい寺 2.16  7 15 

N３ あじさい寺 長尾会館前 登戸駅 2.86 9 8 

N４ 登戸駅 長尾会館前 あじさい寺 3.44 11 6 

N５ 登戸駅 あじさい寺 久地駅 5.22 20 5 

N６ 久地駅 あじさい寺 登戸駅 5.16 19 3 

N７ 久地駅 あじさい寺 久地駅 4.12 16 4 

計         54 

系統 起点 主たる経由地 終点 
距離

（km） 

所要時間

（分） 
運行回数 

系統廃止 

N１ あじさい寺 長尾会館前 久地駅 1.82  7 4 

N２ 久地駅 長尾会館前 あじさい寺 2.16  7 4 

N３ あじさい寺 長尾会館前 登戸駅 2.86 9 4 

N４ 登戸駅 長尾会館前 あじさい寺 3.44 11 4 

N５ 登戸駅 あじさい寺 久地駅 5.22 20 3 

N６ 久地駅 あじさい寺 登戸駅 5.16 19 3 

N７ 久地駅 あじさい寺 久地駅 4.12 16 0 

計         20 

変更後 

項 目 大人 中高生 小児 

長尾台地区～久地駅 ２２０円 １８０円 １１０円 

長尾台地区～長尾橋 ２２０円 １８０円 １１０円 

長尾橋・登戸スイミングクラブ前～登戸駅 ２２０円 １８０円 １１０円 

長尾台地区～登戸スイミングクラブ前・登戸駅 ２６０円 ２１０円 １３０円 

新設 

新設 

変更 

変更 

運行系統一覧表及び運賃表 



１．コミュニティ交通に係る取組の状況 
 ・現在の本市コミュニティ交通は、地域住民で組成する地域協議会が運営し、バスの運行を

交通事業者（貸切バス事業者等）が担う、一般乗合旅客自動車運送事業（緑ナンバー運行）

 ・これまで、麻生区高石地区の「山ゆり号」、多摩区長尾台地区の「あじさい号」が本格運行

に至っており、継続して運行しているところ 

 ・また、宮前区では「平・五所塚地区」「白幡台地区」、麻生区では「片平地区」「岡上西地区」

「細山・向原・金程・千代ヶ丘地区」の市内５地区で導入に向けた取組が進められている 

２．「緑ナンバー運行」の課題 
 ・交通事業者による運行は安全性等のメリットがある一方で、民間事業としての経費を要す

るため、地域で十分な利用者が見込めない場合、事業採算性等に課題

【参考事例】岡上西地区での取組状況 

・利用者想定が少ないことを踏まえ、タクシー車両を用いたデマ

ンド(事前予約)制の運行手法による運行実験を２回実施

（H28.9-12、H29.12-H30.3） 

・事業採算性の観点から、１便 2.5 人の利用を目標としていたが、

1.2 人程度と目標値に至らず、緑ナンバー運行の実現には課題 運行実験のタクシー車両 

３．国における動向 
・道路運送法の改正(H27.3)により、「緑ナンバー運行」が困難な場合に限り、住民等が自ら運

行する自家用有償旅客運送（白ナンバー運行）が認められる

・その後、国のガイドライン(H30.3)が示され、自治体において、「白ナンバー運行」も含めた

形でのコミュニティ交通の導入・検討が可能となる 

こうした国の動向や、本市コミュニティ交通の課題等の状況を踏まえて 本市    白    運行 
の導入に向けて、検討 行       

道路運送法における区分 

４．本市における取組の基本的な方向性 

  持続可能       交通 運行 向   ｢白    運行｣ ｢緑    運行｣ 比較  運
行経費削減等             ｢緑    運行｣ 困難 地域     ｢白    運行｣ 
新  運行手法   取り扱う

緑ナンバー運行と白ナンバー運行の比較 

緑ナンバー運行 白ナンバー運行 

運行者 交通事業者 自治会・ＮＰＯ等の非営利団体 

利用者 登録せず利用が可能 登録が必要 

運転手の雇用 交通事業者の社員(賃金) ボランティアも可能(謝礼金) 

車両の導入等 専用及び予備車両(２台必須) 
車両の専用化・予備車不要 

(自家用車の併用も可) 

・「緑ナンバー運行」の可否判断を迅速に行い、速やかに「白ナンバー運行」の検討に移行でき

るよう、導入プロセスを策定する

・道路運送法においては、「２種免許を保有する運転手の確保と損害賠償保険の付保を登録要件」

としているなど、安全性の担保も図られている一方、「車両経費は大きな負担」であることや、

「自治会等には運行ノウハウが不足」することも踏まえ、必要となる支援を行う

５．具体的な取組内容

(１)導入プロセスの基本的な内容 

・運行計画案を基に、本格運行地区の収支等を参

考とした｢緑ナンバー運行｣での運行可否を判

断し、運行が困難な場合に限り、｢白ナンバー

運行｣の検討に移行 

・｢白ナンバー運行｣の運行計画作成や運行実験等

は、｢緑ナンバー運行｣と同程度の内容で行う 

(２)支援の基本的な内容 

｢緑ナンバー運行｣に係る支援 「白ナンバー運行」に係る支援の考え方 

導入検討支援 ・運行計画作成や運行実験を支援 ・「緑ナンバー運行」と同程度の範囲で実施 

安全性確保 ・支援なし（運行事業者が対応） ・バス会社 OB等の紹介等の運転手募集支援を検討 

車両経費補助 
・車両購入・買替を補助 
（買替は上限 600 万円） 

・運行時間外は私用できるため、運行日数に応じた補助
制度の導入を検討 

運行開始後 ・高齢者等の運賃割引(100 円/回)
・コミュニティ交通として、高齢者等の運賃割引を検討
・運行ノウハウが蓄積されるまでの間、運行管理に係る

帳票・書類作成に対し、助言等の支援を検討 

６．今後の取扱い 

・本日(11/27)の地域公共交通会議において、いただいた意見も踏まえ、引き続き、各事業者等と

の協議を行う

・次回の会議において、詳細な運用ルール等を提示し、確認いただけるよう調整を進める

・さらに、路線バスネットワーク等の地域交通全体の取組も踏まえ、地域交通の手引の改訂につ

いても、今後検討していく 
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地域公共交通会議の委員改選について

１．本会議の委員選任について 

 ・地域公共交通会議の委員構成は、川崎市地域公共交通会議設置要綱（以下「要綱」。）の第

３条第２項に規定

・また、同第９条において「会議の庶務は、まちづくり局交通政策室において処理する」と

なっており、委員の選任についても交通政策室(事務局)で実施

 ・委員任期として、同要綱の第４条に基づき、「学識経験者２名」「川崎市全町内連合会の

推薦する者１名」「市民２名」について、２年毎に改選を行う（再任可能）

 ・また、「一般乗合旅客自動車運送事業者（バス事業者）」及び「一般乗用旅客自動車運送事

業者（タクシー事業者）」については、各事業者間での調整のうえ、それぞれ１事業者を

委員に選任（現在は「川崎鶴見臨港バス㈱」「川崎タクシー㈱」）

 ・その他委員については、団体・役職が指定（人事異動による変更のみ）

２．改選の方向性

（１）「学識経験者」

本会議を中心とした本市取組を熟知頂いている、中村委員、梶田委員に引き続きの就

任をいただきたいと考えている 

（２）「川崎市全町内連合会の推薦する者」 

同連合会と事務局とで調整のうえ、委員を選任していく 

（３）「市民」 

平成 28 年度に行った前回改選と同様に、事務局において、委員公募を行い、本市によ

る審査を経て、選任していく

（４）「バス事業者」「タクシー事業者」 

各事業者間での調整の結果、別の事業者への委員を変更する意向が示された場合に、

新たな事業者を委員として選任していく 

３．今後のスケジュール 

（１）「学識経験者」・・・中村委員、梶田委員と、個別に調整

（２）「川崎市全町内連合会の推薦する者」・・・12 月中を目途に、同連合会へ推薦を依頼 

（３）「市民」・・・平成 31 年 1月中に公募を開始し、3月下旬に本市審査を実施予定

（４）「バス事業者」「タクシー事業者」・・・変更の意向がある場合は、12 月末までに連絡 

 ・新たな委員として選任された方については、事務手続きとして、事務局より就任依頼文

書を送付させていただきます（その御回答は 3月末までにお願いいたします） 

・以上を経て、平成 31年 4 月 1日以降、新たな委員を含めた新体制での会議の運用を開始
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地域交通の充実に向けた今後の取組について

１．現状・課題 

 ・本市の地域交通は、鉄道駅や公共施設等へのアクセスを支える地域の交通手段と

して、路線バスが中心的な役割を担い、さらに、地域毎の多様な移動ニーズに対

しては、地域主体のコミュニティ交通や、施設送迎バス等の多様な移動手段の活

用により、取組を進めているところ。

 ・一方で、居住及び従業人口の変化や高齢化等の進展を背景に、輸送需要の変化や

ニーズの多様化が一層進展し、迅速かつ的確な対応が求められている。

 ・また、鷺沼駅周辺や臨海部エリアなどの再開発に伴う、輸送需要の変化への対応

も喫緊の課題となっている。

２．取組の方向性 

 ・こうした状況変化を踏まえ、コミュニティ交通の取組と併せ、路線バスネットワ

ークの更なる充実に向けた路線バスの在り方についての検討を行い、地域交通全

体の充実に取り組む。 

３．取組の内容 

 ・路線バスネットワークの検討にあたっては、鉄道等も含めた様々な交通手段や、

まちづくりとの連携等も含めた、幅広な観点における検討が必要なことから、本

会議の委員のほか、市内の鉄道・バス・タクシー事業者等の関係者と、地域交通

全体の課題等について協議・調整を行っていくための、本会議とは別に、新たな

協議体制（協議会等）の構築を検討している。

 ・地域公共交通会議は、限られた地域の交通手段やＵＤタクシー、ノンステップバ

ス導入等の、個別の取組に係る協議が主たる目的であるが、個別取組の推進にお

いても、地域交通全体の取組との連携も重要であるため、同協議の状況等の進捗

について、地域公共交通会議においても適宜報告し、情報共有は行っていく。

４．今後のスケジュール 

  平成３０年１２月まで  新たな協議体制の検討

  平成３１年 ３月まで  新たな協議体制の構築(協議会設立等)に向けた準備
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川崎市地域公共交通会議設置要綱

（目的）

第１条 川崎市地域公共交通会議（以下「交通会議」という。）は、

道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）の規定に基づき、地域に

おける需要に応じた住民の生活に必要な交通手段の確保その他旅客

の利便の増進を図り、地域の実情に即した輸送サービスの実現に必

要となる事項を協議するため設置する。

（協議事項）

第２条 交通会議は、次に掲げる事項を協議するものとする。

（１）地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の態様及び運賃・料金

等に関する事項

（２）その他交通会議が必要と認める事項

（交通会議の構成員）

第３条 交通会議の委員は委員２０名以内をもって組織する。

２ 委員は、次に掲げる者により構成する。

（１）学識経験者

（２）一般乗合旅客自動車運送事業者

（３）一般乗用旅客自動車運送事業者

（４）神奈川県バス協会 専務理事

（５）神奈川県タクシー協会川崎支部 事務局長

（６）川崎市全町内会連合会の推薦する者
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（７）市民

（８）国土交通省関東運輸局神奈川運輸支局首席運輸企画専門官

（９）神奈川県交通運輸産業労働組合

（１０）神奈川県警察本部交通部交通規制課都市交通対策室長

（１１）川崎市建設緑政局総務部長

（１２）川崎市まちづくり局交通政策室長

（１３）そ の 他 交 通 会 議 の 運 営 上 必 要 と 認 め ら れ る 者  

３  前項第２号から第６号まで及び第８号から第１２号までに掲げる

委員については、交通会議に代理人を出席させることができる。

４ 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対し、交通

会議に出席して、その意見を述べ又は説明を行うことを求めること

ができる。

（委員の任期）

第４条 前条第２項第１号、第６号及び第７号に掲げる委員の任期は

２年とし、再任を妨げない。

（会長）

第５条 交通会議に会長をおき、構成員の互選により選任された者を

充てる。

２ 会長は交通会議を代表し、会務を総括する。

３ 会長に事故があるときは、委員のうち、あらかじめ会長が指定し

た者がその職務を代理する。
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（会議）

第６条 交通会議は、会長がこれを招集し、その議長となる。

２ 交通会議は委員の過半数が出席しなければ、これを開くことがで

きない。

３ 交通会議の議決を要する事項については、出席委員の過半数で決

し、可否同数のときは、会長の決するところによる。

４ 会長は、やむを得ない事由により交通会議を開く余裕のない場合

においては、事案の概要を記載した書面を委員に送付し、その意見

を徴し又は賛否を問い、その結果をもって交通会議の議決に変える

ことができる。

（分科会）

第７条 会長は、必要があると認めるときは、調査審議事項を分科会

に付託することができる。

２ 分科会の構成員は、会長が指名する者及び交通会議が必要と認め

る者とする。

３ 第５条及び第６条の規定は、分科会の会議に準用する。

（協議結果の取扱い）

第８条 交通会議において協議が調った事項について、関係者はその

結果を尊重し、当該事項の誠実な実施に務めるものとする。

（庶務）

第９条 交通会議の庶務はまちづくり局交通政策室において処理する。
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（その他）

第１０条 この要綱に定めるもののほか、交通会議の運営に関して必

要な事項は、会長が交通会議に諮り定める。

附 則

（施行期日）

１ この要綱は、平成２０年７月２８日から施行する。

（川崎市地域交通検討委員会の廃止） 

２  川崎市地域交通検討委員会（平成１８年６月１日施行）は、廃止

する。 

附  則

 この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。

附 則

 この要綱は、平成２８年１２月１４日から施行する。
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タクシー協会追加配布資料


















































